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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　家電製品用の開扉機構であって、
　家電製品は、ハウジングと、前扉（１０２）と、前扉を開けるように付勢する弾性部材
とを含み、
　開扉機構は、ハウジング内に配置されるようになっており、開扉機構は、
　制御信号に応じて部材を駆動させる回転モータ（２１２）と、
　前扉（１０２）と係合可能であり、前扉が閉位置で保持され又は保持されることができ
る第一の配置（図３（ｂ））及び前扉（１０２）が解放された第二の配置（図３（ｄ））
の間で移行できる保持機構（３０８－３１４，３２０－３３４）と、
　複数のカム表面（３０６）を有するカム（３０２）とを有し、各カム表面（３０６）は
、カムの動作を通じて保持機構の前記第一の配置から移行させるようになっており、
　このカムは、使用中、回転モータによって駆動される部材であり、
　扉は、ドア成形部（３２７）の中空スロットの傾斜部分（３３４）の端と係合可能な傾
斜部を有し、引っ張ることによりユーザーが手動で開扉機構を解除し扉を開くことができ
るように構成されおり、上向き及び下向きに移動できるドアキー（３１６）を備えており
、扉を引っ張ったとき、ドアキー（３１６）は、上向きに移動してドア成形部（３２７）
の中空スロットの傾斜部の端を越える、開扉機構。
【請求項２】
　カム（３０２）は、角度的に等間隔に並べられた複数の突出部（３０３）を備え、連続
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する突出部の間のカムの外面は、カム表面（３０６）を構成する、請求項１に記載の開扉
機構。
【請求項３】
　各カム表面（３０６）は、２つの傾斜面を備え、一方の傾斜は時計回りのカム動作に用
いられ、他方の傾斜は反時計周りのカム動作に用いられ、両方の傾斜は、保持機構（３０
８－３１４，３２０－３３４）が第一の配置（図３（ｂ））から第二の配置（図３（ｄ）
）に動くときに保持機構と協働し、又は
　各カム表面（３０６）は、保持機構が第一の配置（図３（ｂ））に移行するときに保持
機構（３０８－３１４，３２０－３３４）と協働するための第一部分と、保持機構（３０
８－３１４，３２０－３３４）が第一の配置（図３（ｂ））から第二の配置（図３（ｄ）
）に移行するときに保持機構と協働する第二部分と備える、請求項１に記載の開扉機構。
【請求項４】
　各突出部（３０３）は、第一の配置（図３（ｂ））と第二の配置（図３（ｄ））との間
に移行点を形成し、又は
　各突出部は、或るカム表面（３０６）の第一部分と次のカム表面（３０６）の第二部分
との間に移行点を形成する、請求項２に記載の開扉機構。
【請求項５】
　カム（３０２）は、１から１０のカム表面（３０６）を有し、
　弾性部材は、第一バネ付勢要素を備え、及び／又は
　保持機構（３０８－３１４，３２０－３３４）は、使用中、モータが駆動している間カ
ムによって回転される回転部材（３０８）と、
　第二バネ付勢要素（３２０）とを含み、
　使用中、保持機構が第一の配置（図３（ｂ））から第二の配置（図３（ｄ））に移行す
る間の少なくとも一部の間、第二のバネ付勢要素（３２０）が、保持機構（３０８－３１
４，３２０－３３４）を第一の配置（図３（ｂ））に移行させる、請求項１に記載の開扉
機構。
【請求項６】
　回転部材（３０８）は、使用中、カム（３０２）のカム表面（３０６）と摺動係合する
ための係合面（３１０）を備える、請求項５に記載の開扉機構。
【請求項７】
　回転部材（３０８）は、ガイド面（３１４）を有し、ガイド面は、移行点（３３２）を
含み、使用中、ドアに取り付けられたキー部材（３１６）がガイド面（３１４）に沿って
回転部材（３０８）と摺動係合することができるようになっており、キー部材（３１６）
が移行点（３３２）を越えて摺動した後、重力及び第一バネ付勢部材がドア（１０２）に
作用し、ドアが部分的に開いた位置に回動する、請求項５に記載の開扉機構。
【請求項８】
　モータ（２１２）は両方向に作動可能であり、これにより、保持機構（３０８－３１４
，３２０－３３４）が両方向に移動可能になっている、請求項１に記載の開扉機構。
【請求項９】
　ハウジングと、
　前扉（１０２）と、
　前扉を付勢する、第一バネ付勢要素で構成されている弾性部材と、
　請求項１乃至８の何れか１項に記載の開扉機構と、
　モータに接続されたコントローラと、を備え、
　コントローラ（２０２）は、信号に応じてモータ（２１２）を駆動させるように作動可
能であり、これにより扉（１０２）が開く、
　家電製品。
【請求項１０】
　前記家電機器は、（ａ）電子レンジ、グリル、コンベンション（convention）若しくは
スチームすることの組み合わせによって調理するオーブンであり、又は（ｂ）電気的に暖
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め又は過熱するパンメーカー又はヨーグルトメーカーである、請求項９に記載の家電機器
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、家電製品に関し、より具体的には、このような家電製品用の制御可能な開扉
機構に関する。本発明は、オーブン、冷蔵庫、冷凍庫等のようなヒンジ留めされたドアを
有する家電製品に関する。本発明は、例えば、電子レンジに関して特に有益である。しか
しながら、本発明は、独立した、又は組み込まれるようになった（即ち、台所又は他の家
庭用家具の枠組み、ハウジングに組み込まれ、又はこれらに取り付けられた）家電製品の
両方に適用可能である。
【背景技術】
【０００２】
　電子レンジ及びドア付きの他の家電製品において、ドアのために単に機械的、例えばラ
ッチ留めされた開扉機構を採用することは従来から行われている。例えば、英国特許出願
公開ＧＢ2410059Ａには、下支持ヒンジと上ヒンジの間で、横方向にヒンジ留めされたド
アを有する冷蔵庫又は電子レンジのような家電製品が開示されている。上ヒンジは、突出
部分を有する角度付のブラケットを備え、ドアの上縁には、傾斜した形状の摺動ブロック
が設けられており、この摺動ブロックは、予め決定された値よりも大きい角度、例えばド
アが１３０から１４０度で開いたときに突出部分と干渉し、開きの角度が増すにつれて抵
抗トルクを増やす。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　従来の製品での問題は、機械的にラッチ又はドアロックを開放してドアを開けるために
、しばしば、ユーザが、レバー、ハンドル又はボタンに相当な力を加えなければならない
ことであり、従って、障害者又は虚弱者が使用するのに満足できるものではなかった。そ
の上、このようなユーザ及び健常者にとっては、このような従来技術の機構は、ドアを開
ける力を加えるために、装置の近くにいることを要求する。また、見かけ上の問題として
ドアを開けるためのハンドル又は大きい機械的な押しボタンは、目障りな場合がある。
【０００４】
　その上、特に電子レンジに関しての更なる問題は、電子レンジでは、調理が終了（電子
波照射が終了）した直後、又は或る程度の時間が経過した後の自動開扉（又はリモコン制
御）がサポートされていないことである。例えば、熱く、しばしば湯気が立っている食べ
物をドアの閉まった電子レンジの中に残したままになることが望ましくなく、食べ物、又
は料理に関連して、或る程度の時間「開」状態にしておく指示があることがしばしばある
。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明は、家電製品用の開扉機構であって、家電製品は、ハウジングと、前扉と、前扉
を開けるように付勢する弾性部材とを含み、開扉機構は、ハウジング内に配置されるよう
になっており、開扉機構は、前扉と係合可能であり、前扉が閉位置で保持される第一の配
置及び前扉が非係合の第二の配置の間で移行できる保持機構と、複数のカム表面を有する
カムとを有し、各カム表面は、カムの動作を通じて保持機構の前記第一の配置から移行さ
せるようになっており、さらに制御信号に応じてカムを駆動するための回転モータを備え
る、開扉機構を提供する。
【０００６】
　好ましくは、カムは、角度的に等間隔に並べられた複数の突出部を備え、連続する突出
部の間のカムの外面は、カム表面を構成する。好ましくは、各カム表面は、２つの傾斜面
を備え、一方の傾斜は時計回りのカム動作に用いられ、他方の傾斜は反時計周りのカム動
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作に用いられ、両方の傾斜は、保持機構が第一の配置から第二の配置に動くときに保持機
構と協働し、扉を開ける。好ましくは、各突出部は、第一の配置と第二の配置との間に移
行点を形成する。
【０００７】
　変形として又は追加として、各カム表面は、保持機構が第一の配置に移行するときに保
持機構と協働するための第一部分と、保持機構が第一の配置から第二の配置に移行すると
きに保持機構と協働する第二部分と備える。変形として又は追加として、各突出部は、或
るカムの第一部分と次のカム表面の第二部分との間に移行点を形成する。
【０００８】
　機構は、（i）時計回り及び反時計回りの両方のカム動作で操作可能、（ii）時計回り
のカム動作で操作可能、又は（iii）反時計回りのカム動作で操作可能である。カムは、
１から１０のカム表面を有し、より好ましくは３から５のカム表面、より好ましくは４の
カム表面を有する。
【０００９】
　好ましくは、弾性部材は、第一バネ付勢要素、例えばコイルバネを備える。
【００１０】
　好ましくは、保持機構は、使用中、モータが駆動している間カムによって回転される回
転部材と、第二バネ付勢要素とを含み、使用中、保持機構が第一の配置から第二の配置に
移行する間の少なくとも一部の間、第二のバネ付勢要素が、保持機構を第一の配置に移行
させる。回転部材は、使用中、カムのカム表面と摺動係合するための係合面を備える。
【００１１】
　好ましくは、回転部材は、ガイド面を有し、ガイド面は、移行点を含み、使用中、ドア
に取り付けられたキー部材がガイド面に沿って回転部材と摺動係合することができるよう
になっており、キー部材が移行点を越えて摺動した後、重力及び第一バネ付勢部材がドア
に作用し、ドアが部分的に開いた位置に回動する。
【００１２】
　本発明の他の側面によれば、ハウジングと、前扉と、前扉に付勢する弾性部材と、開扉
機構と、モータに接続されたコントローラと、を備え、コントローラは、一つ以上の信号
に応じてモータを駆動させるように作動可能であり、これにより扉が開く家電製品が提供
される。
【００１３】
　好ましくは、弾性部材は、第一バネ付勢要素、例えばコイルバネである。
【００１４】
　家電製品は、好ましくは、マイクロスイッチを含み、このマイクロスイッチは、保持機
構が第一の配置にあるときに閉状態になっている。
【００１５】
　一実施形態では、コントローラは、スイッチ作動モードで作動可能であり、ハウジング
には、コントローラと接続され、ユーザによって操作可能な電気的スイッチ、例えばタッ
チスイッチが設けられており、コントローラは、使用中、前記電気的スイッチから検出さ
れた信号がハイであるときに、前記アクチュエータを作動させるように操作可能である。
【００１６】
　他の実施形態では、コントローラは、選択的に、又は追加的に遠隔作動モードで操作可
能であり、ハウジングには、コントローラに接続され、ユーザ遠隔ユニット、例えば赤外
線リモコンによって操作可能なワイヤレスユニット、例えば赤外線受信機が設けられてお
り、コントローラは、使用中、検出された記ワイヤレス受信ユニットからの信号がハイで
あるときに、前記アクチュエータを作動させるように操作可能である。
【００１７】
　他の実施形態では、コントローラは、選択的に、又は追加的に自動開きモードで操作可
能であり、ハウジングには、コントローラに接続され、ユーザによって操作可能なユーザ
選択インターフェイス、例えばボタン及び／又はダイヤル、並びにディスプレイが設けら
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れており、ユーザ選択インターフェイスは、使用中、ユーザによって選択可能な自動開き
セッティングを含み、コントローラは、各々、家電製品での電気操作（例えば、調理操作
）がオンかオフかを示す入力信号（ハイ、ロー）を受け取るために接続され、コントロー
ラは、使用中、受け取った信号がローであるときに前記アクチュエータを作動させるため
に操作可能である。
【００１８】
　他の実施形態では、家電製品は、一時的な電気操作を実行することができ、コントロー
ラは、選択的に又は追加的に遅延自動開きモードで操作可能であり、コントローラは、時
間期間を格納するためのメモリ装置に接続され、コントローラは、各々、家電製品での電
気操作（例えば、調理操作）がオンかオフかを示す入力信号（ハイ、ロー）を受け取るた
めに接続され、これにより、コントローラは、使用中、コントローラが、（ａ）受信した
信号がローであり、且つ（ｂ）前記時間期間が経過したと判断したときに、前記アクチュ
エータを作動させるように操作可能である。
【００１９】
　ユーザ選択インターフェイスは、使用中、ユーザによって選択可能な遅延自動開きセッ
ティングを含み、ユーザ選択インターフェイスは、メモリ装置に格納する前に前記時間期
間を入力するために、ユーザによって操作可能である。時間期間は、（ａ）１から２０秒
、（ｂ）１分以下、又は（ｃ）１から５分である。
【００２０】
　検出信号又は受け取った信号がハイであるのに応じて操作可能になるのに代えて、コン
トローラは、（ａ）検出信号、又は受け取った信号がローであり、又は（ｂ）検出信号又
は受け取った信号がハイであり、又は（ｃ）検出信号又は受け取った信号が予め決定され
た、検出可能な状態又は電圧の変化を下回ったことに応じて操作可能である。
【００２１】
　モータは、時計回り及び反時計回り方向の両方に操作可能であり、これにより、保持機
構の両方向への移行を可能にする。変形として、保持機構を前記位置から移行させるため
に、一方向（例えば時計方向）にのみ作動可能なモータを使用することができる。家電機
器は、（ａ）オーブンであり、一時的な電気操作は、電子レンジ、グリル、コンベンショ
ン（convention）若しくはスチームすることの組み合わせによって調理すること、又は（
ｂ）パンメーカー、ヨーグルトメーカー又は同様のものであり、一時的な電気操作は、電
気的に暖め又は過熱することである。
【００２２】
　本発明による技術を用いて、電子レンジのような家電製品を、非常に少ないユーザの手
動の努力、例えばスイッチ又はリモコンを触ることによって開けることができ、虚弱者に
恩恵をもたらす。
【００２３】
　本発明は、電機調理（電子レンジ、グリル、対流（convective））の終わりで家電製品
を自動で開けるのを可能にする。これは、電子レンジの中に集まった、スチームによる湿
気の量を減らす。
【００２４】
　本発明は、ハンドル及び大きな機械ボタンのない家電製品の設計を可能にする。これは
、クリーニングを簡単にすると共に、ハンドルが目障りである、又は家電製品の可視の前
面が平らであることが望まれるときに、見かけ上の観点から貴重である。本発明は、独立
した家電製品又は組み込みされた家電製品に適用することができる。
【００２５】
　更なる特徴は、本発明は、ロック手段とは対照的に、開放手段を必要とし、これは、ユ
ーザが手動で開放機構を解除し、どんなときも引っ張ることで扉を物理的に開けることが
でき、停電に関連する問題を解決する。本発明は、ドア開放ボタンを押すときに、迅速な
反応を見るのを可能にし、開扉機構が動き、ユーザは、ドアが開き始めるのを見る。一方
で、遅延されることが望まれる場合（例えば、「待ち時間」が調理プログラムの一部であ



(6) JP 5485167 B2 2014.5.7

10

20

30

40

50

る場合）、それを容易にコントローラソフトウェアに組み込むことができる。開扉機構は
、時計回りと反時計回りの両方向、時計回りのみ、反時計回りのみに回転できる回転モー
タで作動できるのでACモータ及びDCモータの殆どの種類を含む多種多様なモータを使用す
ることができる。
【００２６】
　本発明の実施形態を、添付図面を参照して例示目的で詳述する。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】本発明の実施形態による家電製品を示し、（ａ）は正面図であり、（ｂ）はドア
が開いた平面図である。
【図２】図１の電子レンジの電気系統の一部を示す。
【図３】本発明の実施形態による図１の電子レンジの内観の一部を示し、開扉機構及びそ
の動作を示し、（ａ）は、キーコンポーネントの全体的な配置を示し、（ｂ）は、ドアが
閉位置にある状態を示し、（ｃ）ドアが半開きの状態を示し、（ｄ）ドアが開いた状態を
示す。
【００２８】
　詳細な説明及び図面では、似た要素を示すのに似たような参照番号が使用される。
【発明を実施するための形態】
【００２９】
　図１は、本発明の実施形態による開扉機構を組み込んだ家庭用電気器具（電子レンジ）
を示し、（ａ）は正面図であり、（ｂ）はドアが開いた平面図である。図１（ａ）を参照
すると、この図は、電子レンジのドア１０２及び右手コントロールパネル１０４を示す。
ドア１０２は、従来のもののように左側１０６にヒンジ留めされている（この発明は、右
手側、上側、又は下側にヒンジ留めされたドアにも適用できる。）
【００３０】
　コントロールパネル１０４の中には、例えば現在時刻及び残りの調理時間を表示するた
めのディスプレイ１０８、典型的にはＬＥＤ数値ディスプレイがあるが、他の形態のディ
スプレイ、例えばＬＣＤを使うこともできる。さらに、複数の制御／選択ボタン１１０、
ダイヤル１１２及び開扉スイッチ１１４が設けられる。本発明のこの実施形態では、制御
／選択ボタン１１０及び扉開放スイッチ１１４は、素早いスイッチタイプ、より好ましく
はタッチスイッチタイプである。当業者であれば、周知の膜スイッチコンポーネント、触
覚又はタッチスイッチコンポーネント又は他の同様のスイッチが使用できることが分かる
。
【００３１】
　図１（ｂ）を参照して、この図は、ドアが開いた状態、即ちユーザが開扉スイッチ１１
４を作動させた後、又は以下に説明する他の開扉機構を作動させた後の電子レンジの平面
図を示す。その結果、ドアが、ほぼ３０から４５度の角度〔シータ〕だけ開き、そしてユ
ーザがドア１０２を完全に開けることができる。初期の開放角度〔シータ〕は、３０度未
満の又は４５度より大きい限定角度であってもよく、当然のことながら、機構が（例えば
、組み込み用に）９０度、又はそれ以上（例えば、独立ユニットのために１８０度）まで
のあらゆる角度でドアを開けるようにしてもよい。
【００３２】
　図２は、図１の電子レンジの電気系統の一部を示す。図に示すように、回路は、コント
ローラ２０２（例えば、マイクロプロセッサコントローラ）を含む。クロック発生器２０
４、カム位置決めスイッチ２１６、タッチスイッチ２０６、及びＩＲ受信モジュール２０
８が、コントローラ２０２に接続されている。コントローラ２０２は、ライン２１０を介
してコントローラの入力部において、電子レンジ電源回路から、家電製品の電子レンジ電
源がオンかオフかを示す信号を受け取る。従来のように、コントローラは、ＲＡＭ、ＲＯ
Ｍまたは他の適当なメモリデバイス（図示せず）に接続されており、後者は、特に、シス
テムセッティング、及びコントローラパネル１０４（図１）を介してユーザによって入力
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されたセッティング（例えば、自動開扉、遅延自動開扉）を記憶する。
【００３３】
　コントローラ２０２は、タッチスイッチ２０６及びＩＲ受信モジュール２０８からの入
力状態に基づいて、駆動回路２１４を介して回転モータ２１２の駆動を制御する。このよ
うに、コントローラ２０２は、開扉の複数のモード、即ち、
（i）ユーザがタッチスイッチを作動させた後に開扉、
（ii）電子レンジ電源がオフになった後、自動的に開扉、
（iii）電子レンジ電源がオフになり、一定時間が経過した後に開扉、及び
（iv）ＩＲリモコンを介して指令を受け取った後に開扉
を実行することができる。
【００３４】
　変形として、ユーザに調理中の食べ物のかき混ぜ又は返しを促す（又は他のハードウェ
ア入力又はコントローラによる内部判断）ような予め決定された他の手順の結果、ドアを
開けるようにしてもよい。
【００３５】
　以下の付表Ａには、コントローラ２０２が回転モータ２１２の作動を制御するために使
用する擬似コードの一つの例の説明を示す。しかしながら、当業者には、本発明の実施形
態による技術の一部又は全部を実行するのに他の適当な方法を使用してもよいことがわか
る。
【００３６】
　回転モータ２１２を作動させると、コントローラ２０２は、コントローラ２０２に回転
モータ２１２を停止させる信号がフィードバックされるまで回転モータ２１２を作動させ
る。本発明の実施形態によれば、カム位置決めスイッチ２１６からのフィードバック信号
は、カム３０２（図３参照）が正しい開始／停止位置にいることを示す。他の実施形態で
は、制限時間を経過したことを示す、クロック発生器２０４からのフィードバックがあっ
てもよい。
【００３７】
　如何なる場合においても回転モータ２１２への給電が停止されている場合、コントロー
ラ２０２は、給電を再開させると共に、（カム位置決めスイッチ２１６の状態をチェック
することにより）カム３０２（図３参照）が正しい開始／停止位置にいるかをチェックす
る。正しい開始／停止位置にいない場合には、コントローラ２０２は、カム３０２が正し
い開始／停止位置にくるまで回転モータ２１２を作動させる。
【００３８】
　図３は、本発明の実施形態による図１の電子レンジの内部の一部を示し、開扉機構及び
その動作を示し、（ａ）は、キーコンポーネントの全体的な配置を示し、（ｂ）は、ドア
が閉位置にある状態を示し、（ｃ）ドアが半開きの状態を示し、（ｄ）ドアが開いた状態
を示す。
【００３９】
　図３（ａ）を参照すると、回転モータ２１２の本体が、ドアフック成形部３２７の隆起
したタブ３２６に取り付けられている。回転モータ２１２は、シャフト（図示せず）を含
み、シャフトの自由端は、ドアフック成形部３２７の下にある、ブッシングとして作用す
る隆起した中空のタブ（図示せず）によって真直ぐに保持される。フックスペーサ３０８
に作用するカム３０２が、回転モータ２１２のシャフト（図示せず）に固定されている。
詳細は後述するように、回転モータ２１２のシャフトが回転する開扉シーケンスの間、フ
ックスペーサ３０８は、ドア１０２に取り付けられたドアキー３１６に作用するようにな
っている。
【００４０】
　図３（ｂ）から３（ｄ）では、明確にするために回転モータ２１２は取り外されている
。図３（ｂ）は、カム３０２、及び滑らかな丸みを帯びた端部３０４を有する、カムのア
ーム又は突起３０３を示す。連続する端部３０４の間には、（回転軸に平行な）カム表面
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３０６が規定され、カム表面３０６は、開扉動作の間、フックスペーサ３０８の丸みを帯
びた輪郭３１０に一致する特定の輪郭を有する。図３（ｂ）では、カム３０２が開扉シー
ケンスの正しい開始／停止位置にあるのを示す。開扉動作の間、カム表面３０６とフック
スペーサ３１０の輪郭は互いに摺動し、フックスペーサ３０８を軸線３１２回りで（時計
回りに）回転させる。そしてフックスペーサ３０８の最初の傾斜部分３１４がドアキー３
１６の先端３１８に当接して上向きに押す。各カム表面３０６の輪郭と、フックスペーサ
３１０の輪郭は、カム３０２が時計回り又は反時計回りのいずれの方向に回転していても
フックスペーサ３０８を動かせるように設計される。
【００４１】
　従って、半開きの状態（図３（ｃ））では、（ドアを開く方向に作用するバネ（図示せ
ず）付勢下にある）ドア１０２に取り付けられたドアキー３１６は、矢印Ａによって示す
ように時計回りに移動した回転モータ２１２及びカム３０２を通して矢印Ｂに示す方向で
上向きに移動し、ドア１０２の解除位置に近い状態にある。さらに図に示すように、コイ
ルバネ３２０が備えられており、このコイルバネは、中心が軸３１２に位置し、且つクラ
ンプ３２４によって一端がドアフック成形部３２７に固定されている。コイルバネ３２０
の他端（図示せず）は、位置３２２でフックスペーサ３０８に取り付けられ、フックスペ
ーサ３０８に作用するようになっており、カムアーム３０３の先端３０４がフックスペー
サ３０８の頂点３０９を通過した後に、フックスペーサを「開扉位置」に戻すようになっ
ている。そしてこの開扉位置では面３３８がフックスペーサ停止体３３０に当接する。
【００４２】
　図３（ｄ）を参照して、ここに示す時点では、ドアは、事実上解放されている、即ち、
ドアキー３１６の先端３１８がフックスペーサ３０８の角３３２を通過し、ドアキー３１
６が自由に動けるようになっている。ドアハウジング（図示せず）内に配置され、ドアキ
ー３１６上で下向きに作用するコイルバネ（図示せず）によって、ドアキー３１６は、ド
アフック成形部３２７の中空スロットの傾斜部分３３４に沿って下向き（即ち、矢印Ｃに
よって示す方向）に引っ張られ、これによりドア１０２が開位置に押される（図３（ｄ）
では、ドアは、小さい角度で一部が開いているように示される）。
【００４３】
　その後、ドア開放シーケンスに続いて、カムアーム３０３の丸みを帯びた先端３０４の
一つが、地点３３６においてマイクロスイッチ２１６を押し、マイクロスイッチ２１６を
作動させるまでカム３０２は回転し続ける。この段階で、カム３０２は、次にドアが閉じ
たときにフックスペーサ３０８を受け取るのに正しい開始／停止位置、即ち、ドア開放シ
ーケンスの開始のときと同じ相対位置（図３（ｂ）参照）にある。
【００４４】
　何らかの理由で回転モータ２１２の電源が落ちると、ユーザは、手動で開扉機構を解除
し、引っ張ることでいつでも物理的にドア１０２をあけることができる。開扉シーケンス
中に回転モータ２１２の電源が落ちても、必要であれば、ドア１０２を閉めるときにドア
キー３１６が回転モータ２１２とカム３０２をどかすことができるので、ドアを閉めるこ
とが可能である。
【００４５】
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【図１（ａ）】

【図１（ｂ）】

【図２】
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